
 
 

SAH×修学旅行 

修学旅行員会で行った内容 

・修学旅行のテーマ（→）の設定 
・旅行通信”和”の発行 
・２日目 PM USJ に行く工程の決定 
・ＵＳＪ内での過ごし方のルールの設定 
・修学旅行の服装についてのアンケート＋ルールの設定 
・保護者説明会用の動画の作成 
・各クラスでのクラス別コースの決定 
・新幹線内のお弁当の内容の決定 
・旅行委員発案の企画の（先生スタンプラリー＋俳句写真コンテスト）の運営 
・解団式での添乗員さん・看護師さんへの手紙の作成 

〇今回の修学旅行は天候にも恵まれ、テーマの和と輪も意識できたので、と
ても良かったと思います。途中計画通りにいかないこともありましたが、班
で協力して助け合うことができたので、絆もより一層深まりました。4日間
楽しく行ってこられたのは多くの人が準備してくれたおかげなので、感謝の
気持ちを忘れずにいたいです。 
 
〇予定を計画して、時間がズレても臨機応変に対応する力がついた、班の人
たちそれぞれの優しさや柔軟力によって班別行動ができたと思うから自分で
も知らない自分の得意なこと、良い一面を知ることが出来てよかったと思う 
 
〇小中学生のころとは違って、先生や周りの人に聞いたり、迷惑をかけなく
なり、自分たちだけで物事を対処できるようになっていたことに自分自身も
驚き、今の自分の非認知能力のレベルがわかる良い機会となった。 
 
〇我慢することやストレスもたまる部分があったけど、それも対処する力が
身に付いたと思った。初めて見るものが多く、毎日刺激が多かったから疲れ
たけどそれを上回る位の感動や楽しさを感じることができた。また行きた
い! 



 

☆団長より☆今回の修学旅行に当たり、計画、企画、ルールメイク等、色々な場面で中心となって動いてくれた修学旅行委
員の皆さんに感謝します。与えられた修学旅行ではなく、皆さんが自分たちで創り出した修学旅行になったと感じました。
普段の学校生活を考えると３泊４日を学年全体で過ごすということは簡単なことではありません。一人ひとりが周りの人を
意識し、協力しようとする態度を示すことによって初めて楽しい旅行となります。今回はみんなが「楽しい」と感じる修学
旅行になったのではないかなと感じています。多くの人にとって、高校の修学旅行は人生最後の修学旅行となります。今回
の修学旅行が皆さんにとって思い出深いものになってくれるとうれしいです。（校長 原 拡史） 


